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創刊のことば
　社会科学の研究と社会的実践における統計の役割が大きくなるにしたがって，統計にかんす
る問題は一段と複雑になってきた。ところが統計学の現状は，その解決にかならずしも十分で
あるとはいえない。われわれは統計理論を社会科学の基礎のうえにおくことによって，この課
題にこたえることができると考える。このためには，われわれの研究に社会諸科学の成果をと
りいれ，さらに統計の実際と密接に結びつけることが必要であろう。
　このような考えから，われわれは，一昨年来経済統計研究会をつくり，共同研究を進めてき
た。そしてこれを一層発展させるために本誌を発刊する。
　本誌は，会員の研究成果とともに，研究に必要な内外統計関係の資料を収めるが同時に会員
の討論と研究の場である。われわれは，統計関係者および広く社会科学研究者の理解と協力を
えて，本誌をさらによりよいものとすることを望むものである。
　　　　　1955年 4月

経 済 統 計 研 究 会

経 済 統 計 学 会 会 則
第 1条　本会は経済統計学会（JSES : Japan Society of Economic Statistics）という。
第 2条　本会の目的は次のとおりである。

1．社会科学に基礎をおいた統計理論の研究　　 2．統計の批判的研究
3．すべての国々の統計学界との交流　　　　　 4．共同研究体制の確立

第 3条　本会は第2条に掲げる目的を達成するために次の事業を行う。
1．研究会の開催　　 2．機関誌『統計学』の発刊
3．講習会の開催，講師の派遣，パンフレットの発行等，統計知識の普及に関する事業
4．学会賞の授与　　 5．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 4条　本会は第 2 条に掲げる目的に賛成した以下の会員をもって構成する。
⑴　正会員　　⑵　院生会員　　⑶　団体会員
2　入会に際しては正会員2名の紹介を必要とし，理事会の承認を得なければならない。
3　会員は別に定める会費を納入しなければならない。

第 5条　本会の会員は機関誌『統計学』等の配布を受け，本会が開催する研究大会等の学術会合に参加すること
ができる。

2　前項にかかわらず，別に定める会員資格停止者については，それを適用しない。
第 6条　本会に，理事若干名をおく。

2　理事から組織される理事会は，本会の運営にかかわる事項を審議・決定する。
3　全国会計を担当する全国会計担当理事1名をおく。
4　渉外を担当する渉外担当理事1名をおく。

第 7条　本会に，本会を代表する会長1名をおく。
2　本会に，常任理事若干名をおく。
3　本会に，常任理事を代表する常任理事長を1名おく。
4　本会に，全国会計監査1名をおく。

第 8条　本会に次の委員会をおく。各委員会に関する規程は別に定める。
1．編集委員会　　　　　　　　　　 2．全国プログラム委員会　　 3．学会賞選考委員会
4．ホームページ管理運営委員会　　 5．選挙管理委員会

第 9条　本会は毎年研究大会および会員総会を開く。
第10条　本会の運営にかかわる重要事項の決定は，会員総会の承認を得なければならない。
第11条　本会の会計年度の起算日は，毎年4月1日とする。

2　機関誌の発行等に関する全国会計については，理事会が，全国会計監査の監査を受けて会員総会に報告し，
その承認を受ける。

第12条　本会会則の改正，変更および財産の処分は，理事会の審議を経て会員総会の承認を受けなければならない。
付　則　 1．本会は，北海道，東北，関東，関西，九州に支部をおく。

2．本会に研究部会を設置することができる。
3．本会の事務所を東京都町田市相原4342 法政大学日本統計研究所におく。

1953年10月9日（2010年9月16日一部改正［最新］）
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１．はじめに
　オランダといえば，多くの人が思い起こす
のは江戸時代であろう。鎖国政策を続けたこ
の時代，唯一西欧文化の窓口になったのがオ
ランダであることは，日本人であれば誰でも
知っている。本書は，そのオランダにおける
確率論と統計学の歴史を扱った労作である。
　本書が対象としている17世紀から19世紀
は，奇しくも江戸時代と符合しているが，オ
ランダの確率論と統計学が，所謂「蘭学」と
して日本に紹介された痕跡はない。しかしな
がら，例えば本書でも言及しているストルイ
クの著作は，幕府天文方でシーボルト事件に
も関与した高橋景保の蔵書が国立国会図書館
に今も残されている。また杉亨二が最初に「統
計」に接したのは，オランダの新聞記事を通
してであったし，日本で最初に公刊された統
計書である『万国政表』も，オランダの統計
書を福沢諭吉と岡本博卿が翻訳したものであ
る。このように「蘭学」という知的伝統の中
で，われわれ日本人は初めて「統計」を知る
ことになった。その因縁浅からぬオランダで，
独自に発展をみた確率論と統計学を取り上げ
たのが本書であり，これまで日本で公刊され
た統計学史・確率論史の中でも一際異彩を放
つ研究書だと言えよう。

　通常，統計学史や確率論史について論及す
るとき，われわれが直ちに想起するのはドイ
ツ，イギリス，フランスである。言うまでも
なくこれらの国々は，統計学や確率論におけ
る揺籃の地であり，どうしてもこれらの国々
で発展した統計理論や確率論に関心が集まる
のは避けられない。しかしながら，例えば日
本の統計学を考えてみると，ドイツやイギリ
スとは異なる歴史的な発展過程を経て今日に
至っていることは改めて指摘するまでもない。
他の国々についても同様で，本書の第一の意
義もここにある。オランダに焦点を当て，独
自に発展を遂げた統計学や確率論の特徴を追
求した本書は，繰り返しになるが類例のない
貴重な研究書であると看做されよう。またオ
ランダの統計学をめぐる国際的な研究という
視点でみても，本書は稀少性の高い研究書で
ある。それだけに，先行研究の少ない中，原
典に当たりながら本書を纏めた著者の苦労は
想像するに余りある。
　このような事情から，本書の真価を的確に
評価することはかなりの困難を伴う。そこで
本稿では，本書の概要を章別に示すことを中
心とし，それらに評者による若干の意見を加
えることでその責務を果たすこととしたい。

２．本書の概要
　本書の目的は，「はじめに」でも記されて
いるように，「近代以降，確率論と統計学が
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科学として形成され，体系化されてきた過程
で，オランダとその研究者が果たしてきた特
異な，しかし重要な役割を明らかにすること」
にある。このような問題意識を著者が持つに
至った理由の一つには，統計学の通説に対す
る批判があるという。ここで言う通説とは，
イギリス政治算術，ドイツ国状学，フランス
確率論が統計学の源流となり，ケトレーを以
てこれらの統計学が統合されたとする学説史
的評価である。著者によれば，特に確率論と
政治算術の融合については，言われるような
ケトレーによる統合という単純なものではく，
さまざまな過程を経て成し遂げられたもので
あり，そこにはオランダの研究者による独自
の貢献もあったとされる。それを明らかにし
ようとしたのが本書である。
　著者がこのようなオランダの統計学に関心
を持つ契機となったのは，本書「付論」にも
収録されているスピノザの確率論に関する研
究で，この論文に関連してホイヘンスの確率
論を検討したことが背景にあったようである。
しかしより直接的な動機としては，以前に公
刊した統計学史の著作『統計学―思想史的接
近による序説―』の改訂にあったと，著者自
身が述べている。
　本書の「あとがき」によれば，前著で著者
は，主に認識論的視点から統計学の通説に対
する批判を展開した。イギリス政治算術はイ
ギリス経験哲学を，フランス確率論は大陸派
合理主義をそれぞれ背景にしていたが，ケト
レーによるそれらの統合は大陸派合理主義を
基盤に持つものであったという批判である。
このような著者の主張に対しては，しかし多
くの批判が寄せられたという。そこで著者は，
自己の主張をより実証的且つ説得的に展開す
るため，対象をオランダに絞り，オランダに
おける確率論と統計学の歴史的発展を，国家
や社会の歴史的背景を視野に入れつつ分析し
ようと試みた。著者によれば，このような分
析によって，確率論と統計学のオランダ的融

合の独自性を明らかにできると考え，それに
よって前著の改訂を果たそうとしたようであ
る。そこで以下各章ごとに著者の論点を見て
いこう。
　まず第 1章では，17世紀におけるデ・ウィッ
トとフッデの年金計算が取り上げられている。
著者によると，17世紀40年代以降，オラン
ダはデカルトの母国以上にデカルト学の拠点
であったとされる。このような環境の下で，
C．ホイヘンスにより「チャンスの価格」の
計算が理論的に体系化された。更にデ・ウィッ
トによって「チャンスの価格」の方法が終身
年金の現在価額評価に適用され，現在価額が
具体的に計算された。これは，パスカルが，
「チャンスの価格」とほぼ同義である「勝負
の値」を神の存在証明に適用したことと対照
的である。こうした点から著者は，政治算術
学派の経験的確率と大陸派の先験的確率との
交錯をこの時代におけるオランダの統計学に
見出そうとしている。
　第 2章では，ホイヘンスの『運まかせゲー
ムの計算』を取り上げている。ホイヘンスの
この論文は，最も初期の確率論に関する著作
であり，J．ベルヌーイが『推測の技法』の第
1章で再録していることでも知られている。
そこで提起された問題とその解法の具体的考
察を通じて，著者は，ホイヘンスにおける分
析と総合の意味を明らかにし，数学の解法に
留まらず，科学の方法としての一般的方法の
重要性を読み取っている。
　第 3章では，ホイヘンスによる「チャンス
の価格」の理論がどのようにオランダで展開
していったのかを考察している。著者による
と，ホイヘンスが「チャンスの価格」で展開
した理論は，オランダではフッデからストル
イクに至り，年金問題という現実問題への適
用に拡張された。それはベルヌーイが行った
数学的精緻化とは異なった方向性を示すもの
であり，それについて著者は，「地中海貿易
復活後中世契約法に現われた「リスクを含む
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取引での公正な契約」を背景に形成された」
と指摘している。
　第 4章では，第 2と 3章で考察したホイヘ
ンスからデ・ウィットやフッデの研究を総括
し，イギリス政治算術学派との比較考察を
行っている。
　17世紀を通じてイギリス政治算術学派は，
死亡率や死亡数の数量的秩序を帰納する試み
を続けていた。その一方オランダでは，ホイ
ヘンスによって試みられた合理主義的に体系
された確率理論を，デ・ウィットやフッデら
によって具体的な問題に適用され，終身年金
現在価額の推計という現実的な社会問題に対
する一つの数量的提案がなされるに至った。
著者によれば，これは，「統計学の 2つの源
流の対立」に対するオランダ的統合であり，
イギリスで生まれた政治算術のオランダ的発
展であったとされる。つまり第 1章で著者が
示した「政治算術学派の経験的確率と大陸派
の先験的確率との交錯」という評価を改めて
この章で実証的に裏付けている。
　第 5章では，18世紀前半のオランダにお
ける確率論と統計利用の展開を考察している。
　山本義隆氏の「商業革命」論に示唆を受け
た著者は，13世紀の商業革命を通じて発展
した商業算術の中で，オランダではチャンス
の価格や人口統計が取り上げられるように
なったと指摘する。こうした背景の中で，著
者は，デ・ウィットやフッデが終身年金を発
売する国や地方財政に責任を持つ政治家・行
政官であり，彼らが展開した推計の方法は，
財政等の諸政策の立案・評価のために量的資
料を整理分析する方法であったとし，それ故
彼らの研究は政治算術の名に相応しいと主張
する。
　これに対してストルイクが試みた確率計
算・年金計算は，一般の市民・商人の利害打
算に関わる場で量的資料を整理分析しようと
する方法であり，まさしく商業算術と呼びう
るものであると著者は説く。そしてこのスト

ルイクの商業算術は，16～17世紀に飛躍的
に発達した代数学，確率論に基づいたより高
い水準での「商業算術」であり，それはまた
英国に生まれた「政治算術」の一つの形態で
あり，同時に国際政治の表舞台から去った
18世紀オランダの生んだ一つの形態であっ
たと著者は評価している。
　第 6章では，主にケルセボームの人口推計
を取り上げている。著者によればケルセボー
ムの人口推計は，グラント，ハレーによる人
口推計の継承発展であったとされる。その社
会的背景として，ケルセボームの時代（18

世紀）に人口問題が一つの政治的問題として
認識されだしたことがあるという。このよう
な背景の下で，ケルセボームは，有用な資料・
方法を為政者に提供するという政治目的や行
政目的のために人口推計の方法を展開したと
し，この点でケルセボームはストルイクとは
異なり政治算術の枠組みを大きく抜け出るこ
とがなかったというのが著者の主張である。
　第 7章では，ロバトの年金計算と観測誤差
論を取り上げ，それが基本的には，本書で既
に考察してきてきた17世紀以来のオランダ
における人口統計の知的伝統に棹さすもので
あったとまず評価している。しかしながら，
一方でラプラス流の新しい確率論・観測誤差
論に基づいた方法論を展開しているところに
ロバトの方法論的特徴があったと著者は指摘
している。
　最後の第 8章では，これまでの人口統計と
確率論の流れから一転して，オランダにおけ
る国状学を問題としている。具体的に考察の
対象としたのは，シモン・フィセリングの統
計学である。
　著者によれば，フィセリングの統計学は，
単なる国状記述の枠組みを乗り越え，政治・
経済に関わる諸問題にコミットしていくとこ
ろに特徴があったとされる。更にはフィセリ
ングの統計学がその後人間の健康と疾病に関
する社会問題（社会疫学）にも拡張しようと
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していことを取り上げ，著者は彼の統計学が
社会統計学への前進に連なるものであったと
評価している。

３．本書をめぐる若干の評価
　以上見てきたように，本書を通じて著者は，
実際的問題と結びついた人口統計と確率論の
関係性の中に政治算術と確率論の「統合」を
看て取り，更に進んでその「統合」の内に商
業国家としての「オランダ的性格」を読み取っ
ている。原典に当たりながら精緻な論考を展
開し，このような独自の結論に到達した本書
は，従来の統計学史研究に大きな一石を投じ
ることとなろう。またそれ故に，著者が掲げ
た所期の目的も十分果たされていると評価で
きる。とは言え，新たな視野による取り組み
だけに，いくつか問題点も残されているよう
に思われる。そこで，評者の関心に引き寄せ，
この内のいくつかを指摘して結びに代えたい。
　第一に評者が気になったのは，フィセリン
グの統計学を取り上げた理由である。本書は，
17世紀から19世紀までのオランダの統計学
をめぐり，時系列的に章構成がなされている。
まさしく歴史的な発展過程を時間軸に沿って
展開しており，また少なくともロバトの年金
計算を取り上げた第 7章までは，本書の主た
る論点であった人口統計と確率論のオランダ
的統合についても首尾一貫した論旨を展開し
ている。しかしながら，著者は第 8章で一転
して，ドイツ国状学の流れを汲むフィッセリ
ングの統計学を取り上げている。
　周知のようにドイツ国状学は，17世紀の
コンリングに始まり，その後アッヘンヴァル
を経てヨーロッパ諸国に広まっていった。用
語の由来の正しさから述べると，ヨーロッパ
各国の「統計学」は，ほとんど全てがこのド
イツ国状学の輸入を契機としている。それ故，
本書で取り上げられた人口統計をめぐるさま
ざまな論者達は，少なくとも第 7章のロバト
を除き，「統計」という言葉も「統計学」と

いう学問も知らず，国状学との接点を持つこ
とはなかった。恐らくフッデやデ・ウィット
の年金計算，ハレーやケルスボームの人口推
計等々，これらの計算や方法が後世「統計学」
の一部と看做されようとは彼らにとって思い
もよらぬことであっただろう。
　そのような，いわば知的伝統（パラダイム）
が異なるドイツ国状学的統計学をなぜ敢えて
取り上げたのか。確かに「オランダの統計学」
という枠組みからすると，オランダにおける
国状学的統計学も取り上げる必要があったの
だと思われるが，「人口統計と確率論のオラ
ンダ的統合」という本書の主要な論点に鑑み
ると，この章を加えた著者の意図がやや不明
瞭で，この点について著者の詳細な説明が聞
きたかったところである。
　もう一つは，本書で使用されている訳語の
問題である。著者は，ホイヘンスの『運まか
せゲームの計算』について鋭い論考を展開し
ていることは既に見た通りであるが，その際，
ホイヘンスの同書オランダ語版では，ラテン
語版の expectatio（期待値）ではなく，de 

waarde van kansを使用している点を重視し，
その訳語を「チャンスの価格」としている。
というのも，ホイヘンスの原典を丹念に読み
込んだ著者は，ホイヘンスの「チャンス」が
「危険と利害が結びついたチャンス」を意味し，
その「チャンス」には「くり返されるリスク
を持った「取引」において，双方が功利的判
断して納得し，その「取引」に応じるような
価格という意味で，「公正な価格」を持って
いる」と看做しているからである。この背景
には，「中世以降の契約法で「リスクを含む
取引での公正な契約」という概念が確立され
ていたこと」があると著者が見ていることは
既に述べたとおりである。
　著者のこのような視点による指摘について
は評者も異論はない。しかしこの論点の強調
を意識してか，敢えてwaarde（value）を「価
格」と訳した点には少々違和感が残る。例え
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ばホイヘンスのオランダ語版を精査したハル
ト（A. Hald）は，同書オランダ語版とラテ
ン語版にはほとんど違いがなく，単にラテン
語の「期待値（expectatio）を「ゲームの価
値（value of game）」としているだけである
とし，ラテン語版で使用されている期待値と
は，「運まかせゲーム」参加者の（分配金に
対する）期待値（the expectation of a player）
であり，それはゲームの価値（the value of 

the game）と同じ意味として定義されると述
べている。
　評者は，ホイヘンスのオランダ語版を精読
したわけでないので，あくまで個人的な推量
を述べるに過ぎないが，ハルトの指摘を考慮
すると，チャンスそれ自身に「価格」がある
のではなく，「公正な運まかせゲーム」では，
その参加者にとっての分配金，つまり「ゲー
ムの価値」は，チャンスの「大きさ」もしく
は「値（value）」によって左右されるという
意味なのではないだろうか。もっともこれは
些末な問題点で，著者のホイヘンス解釈に全

く影響するものではないが。
　以上，本書をめぐり若干の評価を試みた。
冒頭でも述べたように，本書はオランダとい
う，従来の統計学史研究では，ほとんど取り
上げられることのなかった国の統計学を対象
としたところに大きな意義がある。統計学史
研究の対象には多様性があるということ，そ
してまたそれぞれの国家や社会の在り方に
よって，さまざまな歴史的発展過程の形態が
あるのだということを，本書を通じて評者は
改めて学ぶことができた。
　余談ながら，蘭学研究の大家に著者と同姓
同名の科学史研究者がおられる。この𠮷田忠
氏による「日本国内のオランダ学」に，本書
の𠮷田忠氏による日本発オランダ統計学史研
究が加わることによって，日本のオランダ学
問史研究に一層の厚みが加わったことは間違
いない。統計学史研究の分野に留まらず，広
い意味でオランダ研究に果たした本書の貢献
もまた看過されてはならないだろう。
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編集委員会からのお知らせ 
機関誌『統計学』の編集・発行について

編集委員会
　 　
1．常時，投稿を受け付けます。
2．次号以降の発行予定日は，
　　第108号：2015年 3月31日，第109号：2015年 9月30日です。
3．投稿に際しては，「投稿規程」，「執筆要綱」，「査読要領」などをご熟読願います。
4．原稿は編集委員長（下記メールアドレス）宛にお送り願います。
5． 原稿はPDF形式のファイルとして提出して下さい。また，紙媒体での提出も旧規程に準拠して受
け付けます。紙媒体の送付先は編集委員長宛にお願いいたします。

6．原則としてすべての投稿原稿が査読の対象となります。
7． 通常，査読から発刊までに要する期間は，査読が順調に進んだ場合でも 2ヶ月間程を要します。投
稿にあたっては十分に留意して下さい。

編集委員会，投稿応募についての問い合わせは，
下記メールアドレス宛に連絡下さい。

また，編集委員長へのメールアドレスも下記になります。

編集委員長　岡部純一（横浜国立大学）
　副委員長　長澤克重（立命館大学）
　編集委員
　　　　　　栗原由紀子（弘前大学）
　　　　　　橋本貴彦（立命館大学）
　　　　　　山田　満（関東支部所属）

　 　
［注記］　2013年度より編集体制の見直しとして，第一次査読を従来のように支部選出委員が担当する
のではなく，編集委員会全体で担当するように方針を変更しています。『統計学』の定期刊行にも力点
をおく所存です。常時，投稿を受け付けていますので，できるかぎり早期のご投稿をお願いいたします。
108号（2015年 3月31日発行予定）への掲載を想定すると，A：「論文」・「研究ノート」の場合，2015
年 1月初旬，B：その他の場合，2015年 1月末を目途に，それまでにご投稿いただく必要があります。

以上

［訂正］　 『統計学』第106号（2014年 3月）p.40の「2013年度関西支部例会」5月19日㈯【報告者】 
⑴ 桂政昭（誤）について，⑴ 桂昭政（正）に訂正します。失礼いたしました。

editorial@jsest.jp

編集後記

ご投稿いただいたすべての執筆者のみなさん，査読に関わってくださった会員のみなさんに心より御
礼申し上げます。今回は書評や海外統計事情の執筆依頼にもご快諾いただきました。そうした掲載記
事について，会員のみなさんから編集委員会にご提案ご推薦いただければ，紙面活性化にもつながり
ありがたいです。よろしくお願いします。

（岡部純一　記）
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創刊のことば
　社会科学の研究と社会的実践における統計の役割が大きくなるにしたがって，統計にかんす
る問題は一段と複雑になってきた。ところが統計学の現状は，その解決にかならずしも十分で
あるとはいえない。われわれは統計理論を社会科学の基礎のうえにおくことによって，この課
題にこたえることができると考える。このためには，われわれの研究に社会諸科学の成果をと
りいれ，さらに統計の実際と密接に結びつけることが必要であろう。
　このような考えから，われわれは，一昨年来経済統計研究会をつくり，共同研究を進めてき
た。そしてこれを一層発展させるために本誌を発刊する。
　本誌は，会員の研究成果とともに，研究に必要な内外統計関係の資料を収めるが同時に会員
の討論と研究の場である。われわれは，統計関係者および広く社会科学研究者の理解と協力を
えて，本誌をさらによりよいものとすることを望むものである。
　　　　　1955年 4月

経 済 統 計 研 究 会

経 済 統 計 学 会 会 則
第 1条　本会は経済統計学会（JSES : Japan Society of Economic Statistics）という。
第 2条　本会の目的は次のとおりである。

1．社会科学に基礎をおいた統計理論の研究　　 2．統計の批判的研究
3．すべての国々の統計学界との交流　　　　　 4．共同研究体制の確立

第 3条　本会は第2条に掲げる目的を達成するために次の事業を行う。
1．研究会の開催　　 2．機関誌『統計学』の発刊
3．講習会の開催，講師の派遣，パンフレットの発行等，統計知識の普及に関する事業
4．学会賞の授与　　 5．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 4条　本会は第 2 条に掲げる目的に賛成した以下の会員をもって構成する。
⑴　正会員　　⑵　院生会員　　⑶　団体会員
2　入会に際しては正会員2名の紹介を必要とし，理事会の承認を得なければならない。
3　会員は別に定める会費を納入しなければならない。

第 5条　本会の会員は機関誌『統計学』等の配布を受け，本会が開催する研究大会等の学術会合に参加すること
ができる。

2　前項にかかわらず，別に定める会員資格停止者については，それを適用しない。
第 6条　本会に，理事若干名をおく。

2　理事から組織される理事会は，本会の運営にかかわる事項を審議・決定する。
3　全国会計を担当する全国会計担当理事1名をおく。
4　渉外を担当する渉外担当理事1名をおく。

第 7条　本会に，本会を代表する会長1名をおく。
2　本会に，常任理事若干名をおく。
3　本会に，常任理事を代表する常任理事長を1名おく。
4　本会に，全国会計監査1名をおく。

第 8条　本会に次の委員会をおく。各委員会に関する規程は別に定める。
1．編集委員会　　　　　　　　　　 2．全国プログラム委員会　　 3．学会賞選考委員会
4．ホームページ管理運営委員会　　 5．選挙管理委員会

第 9条　本会は毎年研究大会および会員総会を開く。
第10条　本会の運営にかかわる重要事項の決定は，会員総会の承認を得なければならない。
第11条　本会の会計年度の起算日は，毎年4月1日とする。

2　機関誌の発行等に関する全国会計については，理事会が，全国会計監査の監査を受けて会員総会に報告し，
その承認を受ける。

第12条　本会会則の改正，変更および財産の処分は，理事会の審議を経て会員総会の承認を受けなければならない。
付　則　 1．本会は，北海道，東北，関東，関西，九州に支部をおく。

2．本会に研究部会を設置することができる。
3．本会の事務所を東京都町田市相原4342 法政大学日本統計研究所におく。

1953年10月9日（2010年9月16日一部改正［最新］）
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